
地層処分のシステム性能の総合的解析による評価結果 
ケース３７： 天然バリアを考慮しないケース 

 人工バリアシステムのみの効果を端的に示すものとして、非現実的な想定ではあるが、人工バリアから溶出した
核種が岩盤による閉じ込め効果などを受けずに直接生物圏に至ると仮定するケースを設定（ケース37）。 

 その場合の最大線量は、諸外国で提案されている安全基準を十分下回ることが示されており、人工バリアが有
効に機能する処分深度領域（注）であれば、処分深度に拘わらず、人間環境への影響を十分低減可能である。 

出典：わが国における高レベル放射性廃棄物地層処分の技術的信頼性－地層処分研究開発第2次とりまとめ－分冊３ 地層処分システムの安全評価 
                                                                     （平成11年 核燃料サイクル開発機構） より  

ケース３７ 
解析結果 

（注）人工バリアが有効に機能する処分深
度領域：結晶質岩：500～1,000m程度、
堆積岩：100数十～500m程度 
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